
■救急タブレットの活用事例（R5.7） 

 

 

 

年齢 性別 程度

90 女 重症

概 　要

使用状況

日　時 令和5年7月28日 金曜日 済生会加須病院

傷病者情報
傷病名

急病 搬送先病院

９０歳女性、自宅で意識状態が悪くなり家族が救急要請。

ショック

種別

　意識障害があり会話ができず、また家族も詳しいことはわからなかったため、とねっ
と検索を行ったところ、加入者と判明。内容を確認したところ既往歴や緊急連絡先など
情報把握および搬送につながった。

年齢 性別 程度

81 男 重症

概 　要

使用状況 　とねっと検索をしたところ加入者と判明、既往歴の確認、収容依頼、医師への申し送
りを円滑に行うことができた。また、家族からの聴取内容の確認にも使用することがで
きた。

傷病者情報
傷病名

急病 搬送先病院

　８１歳男性、呼吸苦があったため救急要請。

肺がん

種別日　時 令和5年7月21日 金曜日 東埼玉総合病院

年齢 性別 程度

82 女 軽症

概 　要

使用状況 　本人痛みが強く、会話をすることがつらそうであった。本人からとねっと加入者と申
告があり検索したところ、既往歴やかかりつけ医など円滑な情報把握および搬送につな
がった。

傷病者情報
傷病名

急病 搬送先病院

　８２歳女性、頭痛があり動けなくなってしまったため救急要請。

頭痛

種別日　時 令和5年7月18日 火曜日 しらさきクリニック


